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認知症の方を口腔ケアに誘うときのポイント
（1） まずは、認知症の方の状態をアセスメントしましょう。

話を十分に聞く。 情報を収集する。 ニーズを把握する。

（2） 口腔ケアへの誘い方

口開けてー、
アー。

どちらでしましょうか？
向こうでしましょうか？

① 用具を思いおこしてもらいましょう。

② ジェスチャーを交えながら促しましょう。
例えば、大きく口を開けてみせる。

③ ケアの実施場所を決めてもらいましょう。

④ 相手の視界に入る位置で目線をあわせて
　 声かけしましょう。

うがいを
してみましょうか

連れて行ってくれるの？
いいよ。

例えば、おやつの後で「一回うがいをし
てみましょうか」とコップを差し出す。（プ
ライベートに配慮して洗面台でうがいを
しましょう。）



えん下障害のある方に対する口腔ケア
機能的口腔ケアを行いましょう。

唾液には口の中をきれいに洗い流してくれる働きがあります。
日頃からなるべく口を動かし、またマッサージをして唾液の分泌をうながしましょう。

　機能的口腔ケアには、口腔のリハビリテーションの意味も含まれます。
　代表的なものとして、口の体操と唾液腺マッサージがあります。

１．口の体操
　口を開けたり閉じたり、舌を出したり引いたり、ほほをふくらませたりすぼめたりして、
口の周りの筋肉を動かします。そうすることで唾液の分泌を促し、食べる機能の衰えを防ぐ
ことができます。また、脳への適度な刺激となって表情も豊かになります。

２．唾液腺マッサージ

口の体操やマッサージをしましょう！

　唾液には消化を助けたり、口の中の細菌の増殖をおさえ、粘膜を保護するなどの重要な役
割があります。しかし、加齢によって唾液の分泌量が低下すると口腔内が乾燥しがちになり、
唾液の重要な役割を十分に果たすことができなくなってしまいます。
　そうなると、うまく喋ることや、食べることができなくなったり、入れ歯を入れるときに
痛みがでるなどの支障が出てきます。
　口の中に多くある唾液腺を刺激することで、唾液が出やすくなります。

口の体操 ほほの運動

「あ」、「い」、「う」と発
音するように、口を
大きく動かします。

口を開き、
舌を出して
上下左右に
数回動かし
ます。

耳の下、顎の下
や ほ ほ を さ
すったり、揉ん
だりして動か
します。

ほほを膨らませた
後、すぼめるという
動きを数回します。

あ い う

舌の体操 唾液腺のマッサージ


